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（１）平成2４年度の活動経過 

 

平成 24 年度はまちづくりクラブの会議を計 11 回、現地調査等の集まりを計 3 回開催し

ました。各回の主な内容は以下のとおりです。 

第1回会議 

平成 24 年 4 月 25 日（水） 

18:30～20:00 

下並木町内会館 

参加クラブ員 14 名 

【主な内容】 

○平成 23 年度の活動報告について 

  活動報告書、決算報告、会計監査報告 

○平成 24 年度の活動 

樹木プレートの設置・活用 

国道 15 号ＪＲガード下壁画清掃 

新規活動の検討 

 

第2回会議 

平成 23 年 5 月 25 日（金） 

18:30～20:30 

ｾｿｰﾙﾊｲﾗｲｽﾞ管理ｾﾝﾀｰ 

参加クラブ員 11 名 

【主な内容】 

○地域公園の魅力アップ運動 

 樹木プレート設置公園調査計画 

 樹木プレートを活用したイベントの検討 

○海抜表示の検討について 

○まちづくりアクションプランの見直しについて 

○代表者会議報告 

 
樹木プレート設置公園調査 

平成 24 年 6 月 7 日（木） 

14:00～15：00 

渡田新町公園 

参加クラブ員 8名 
※他、渡田まちづくりクラブ員 7名 

【主な内容】 

○公園内樹木の位置・樹種の調査 

○樹木プレート設置候補樹木の選定・幹回りの計測 
※ 渡田まちづくりクラブとの合同活動となり、互いに自己紹介等も行った。 

 
第3回会議 

平成 24 年 6 月 26 日（火） 

18:30～20:30 

京町１･２丁目町内会館 

参加クラブ員 11 名 
※他、渡田まちづくりクラブ員 1名 

【主な内容】 

○地域公園の魅力アップ運動 

 樹木プレート設置公園調査結果、活用イベントの検討 

○海抜表示の検討について 

○平成 25 年度の事業計画 

○まちづくりアクションプランの見直しについて 

 
第4回会議 

平成 24 年 7 月 23 日（月） 

18:30～20:15 

池田町町内会館 

参加クラブ員 11 名 
※他、渡田まちづくりクラブ員 1名 

【主な内容】 

○地域公園の魅力アップ運動 

 新規樹木プレートへの掲載内容等の検討 

 樹木プレートを活用したイベントの検討 

○平成 25 年度の事業計画 

○国道 15 号ＪＲ南武線ガード下壁画の清掃活動について 

 



 

 2

第５回会議 

平成 24 年 9 月 27 日（火） 

18:30～19:40 

貝塚町内会館 

参加クラブ員 14 名 

【主な内容】 

○地域公園の魅力アップ運動 

 樹木プレートデザインの決定 

 樹木プレートを活用したイベントの検討  

ゲーム内容･･･ｸﾞﾘｰﾝｱﾄﾞﾍﾞﾝﾁｬｰ形式のクイズ 

広報チラシ、お土産など 

○国道 15 号ＪＲ南武線ガード下壁画の清掃活動について 

○役員交代 会計担当 

 
第６回会議 

平成 24 年 10 月 15 日（月） 

18:30～20:15  

南町町内会館 

参加クラブ員 10 名 

【主な内容】 

○地域公園の魅力アップ運動 

 樹木プレートの設置、活用イベントの当日進行確認 

○国道 15 号ＪＲ南武線ガード下壁画の清掃活動について 

○まちづくり発表会について 

 
国道 15 号 JR 南武線ガー

ド下壁画清掃活動 

平成 24 年 10 月 20 日（日） 

9:00～9:40 

参加クラブ員 11 名 

町会関係者 5名 

【主な内容】 

国道 15 号 JR 南武線ガード下壁画清掃活動 

協力：川崎中学校、神奈川都市交通㈱、太平塗装㈱ 

※中学校は生徒約 30 名、教諭 1名が参加 

 
樹木プレート設置・活用イ

ベント 

平成 24 年 11 月 10 日（土） 

13:00～14:00 

渡田新町公園 

参加クラブ員 6名 
※他、渡田まちづくりクラブ員 8名 

【主な内容】 

○地域公園の魅力アップ運動 

渡田新町公園の樹木への樹木プレートの設置 

グリーンアドベンチャー 公園の樹木に親しもう 

地域の親子約 20 名が参加 

 
第７回会議 

平成 24 年 11 月 16 日（金） 

18:30～20:15 

元木１・２丁目町内会館 

参加クラブ員 12 名 

【主な内容】 

○地域公園の魅力アップ運動 

 樹木プレート設置・活用イベントの振り返り 

○国道 15 号ＪＲ南武線ガード下壁画の清掃活動振り返り 

○代表者会議報告 

 
第８回会議 

平成 24 年 12 月 13 日（木） 

18:30～20:15 

ｻﾝｽｸｴｱ川崎 5号館集会場 

参加クラブ員 14 名 

【主な内容】 

○まちづくり発表会について 開催概要・展示内容検討 

○平成 25 年度の活動について 

 役員体制・活動内容 
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第９回会議 

平成 25 年 1 月 21 日（月） 

18:30～20:15 

日進町町内会館 

参加クラブ員 16 名 

【主な内容】 

○まちづくり発表会について 

 開催概要・運営シフト・展示内容 

○平成 25 年度の活動について 

※閉会後に懇親会を開催した 

 
第10回会議 

平成 25 年 2 月 25 日（木） 

18:30～20:15 

下並木町内会館 

参加クラブ員 14 名 

【主な内容】 

○まちづくり発表会について 

 開催概要・運営シフト・展示内容  

○平成 25 年度事業計画 

 便利マップづくり等の検討 

○国道 15 号線ガード下壁画のメンテナンスについて 

 
第11回会議 

平成 25 年 3 月 22 日（金）

18：30～■:■ 

ｾｿｰﾙﾊｲﾗｲｽﾞ管理ｾﾝﾀｰ 

参加クラブ員■名 

【主な内容】 

○樹木プレート活用イベント反省 

○平成 23 年度活動報告書について 

○平成 23 年度決算報告について 

○平成 24 年度事業計画・見積書について 

○まちづくり活動発表会について 

 掲示物作成 

 
まちづくりクラブ活動発表 

平成 24 年 3 月 25 日（月）

～27 日（水） 

川崎信用金庫本店 

1 階ロビー 

【主な内容】 

○樹木プレートの設置・活用イベントを中心とした活動紹介展示

○写真を使ったしおり作成の体験コーナーの運営 
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（２）平成2４年度の活動の内容 

  

１）地域公園の魅力アップ運動 樹木プレート設置 

平成 21 年度後半から取り組んできた、「地域公園の魅力アップ運動」の一環としての

樹木プレートの設置のしめくくりとして、渡田新町公園における樹木プレート設置を実

施した。 

樹木名を記したプレートを設置することにより、より多くの地域の住民に、公園によ

り親しんでもらうと共にクラブの活動をＰＲするねらいである。 

 

①樹木プレートの設置方法 

樹木プレートの設置方法については、前年度から採用した特性のプラスチックベルト

による設置を採用した。 

※ プラスチックベルトは 1本の長さが 30 ㎝（3 本程度まで接続可能）のものの他、100

㎝、150 ㎝、200 ㎝など、50 ㎝単位での切り売り販売のものがある。 

 

②樹木プレートの設置公園の選出と調査 

川崎西部まちづくりクラブの地域内の公園で一定以上の規模や樹木数を持つ公的公園

の内、唯一樹木プレートが未設置だった渡田新町公園を、樹木プレートを設置する公園

として選出した。同公園は川崎西部まちづくりクラブの地域である元木町と、渡田まち

づくりクラブの地域である渡田新町 3 丁目が共同で管理活動等をする公園であったため、

樹木プレートの設置においては渡田まちづくりクラブにも声をかけ、共同で活動を進め

ることになった。 

まず、平成 24 年 6 月 7 日（木）に、渡田新町公園で現地の状況や樹種を確認し、樹木

プレートの設置候補樹木を選定するための現地調査（再調査）を実施した。当日は川崎

西部まちづくりクラブ員 8 名の他、渡田まちづくりクラブからもクラブ員 7 名の参加が

あり、15 種の設置候補樹木を選定した。その内 4種が、昨年度までの設置にはなかった

新しい樹種であった。 

  その後の検討の結果、場所の確定できなかったヤエザクラ、樹種の確定にいたらなか

ったツバキ／サザンカについては、設置を見合わせることとなり、最終的に 13種 13本
の樹木に樹木プレートを設置することとなった。 

 

渡田まちづくりクラブと合同で行った樹木調査の様子
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■渡田新町公園樹木調査結果概要 
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■平成 22～24 年度樹木プレート設置樹種・本数一覧 

設置年度 H22 H23 H24 

公園名 
日進町

中央公園

池田町 

公園 

京町 

公園 

下並木

公園 

上並木

公園 

貝塚 

公園 

南町 

公園 

渡田新町 

公園 

合計 

アオギリ ●       ● ●     3 

アキニレ         ●     ● 2 

イチョウ ● ● ●   ● ●   ● 6 

イロハモミジ   ●     ●     ● 3 

ウバメガシ ●               1 

カキノキ         ●       1 

カツラ     ●         ● 2 

カリン           ●     1 

カンツバキ   ●             1 

キンモクセイ ●   ●           2 

クスノキ ●   ● ● ●     ● 5 

クロガネモチ     ●       ●   2 

ケヤキ ● ● ● ● ●●● ●   ● 9 

コナラ ●               1 

コブシ ●       ●       2 

サルスベリ（新規）               ● 1 

サンゴジュ ●     ●         2 

シャリンバイ     ●           1 

シラカシ（新規）               ● 1 

スダジイ     ●     ●   ● 3 

ソメイヨシノ   ● ● ● ●● ●   ● 7 

タイサンボク（新規）               ● 1 

トウカエデ   ●             1 

トウネズミモチ   ●   ●         2 

トベラ     ●           1 

ナツメ   ●       ●     2 

ナンキンハゼ         ●●       2 

ニセアカシア           ●     1 

ハクモクレン     ●           1 

ハナズオウ     ●           1 

ハナミズキ     ●         ● 2 

ハマヒサカキ ●               1 

ﾋｲﾗｷﾞﾓｸｾｲ     ●           1 

ヒマラヤスギ   ●             1 

フジ           ●     1 

ホルトノキ ●               1 

マテバシイ ● ● ●   ●● ●   ● 7 

マユミ   ●             1 

ムクゲ ●               1 

モッコク     ●           1 

ヤエザクラ       ●         1 

ヤマグワ       ●         1 

ヤマモモ ●   ●           2 

合計 14 11 17 7 16 10 1 13 89 
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③樹木プレートのデザインの検討 

平成 24 年度に設置する樹木プレートについては、前年度からのデザイン、掲載内容を

継承するものとした。樹木プレートのデザインは、クラブ員の意見を取り入れ、各樹木

の特長を表す写真や、季語などを掲載した、親しみやすい樹木プレートとなっている。

（次ページ画像参照）ただし、今回は渡田まちづくりクラブとの共同活動になるため、

設置者として、渡田まちづくりクラブの名称を追加記載した。 

昨年度までに設置した樹木プレートと同じ樹種の樹木については、全く同じプレート

を作成・設置した。新たに登場した樹種の樹木プレートについては、掲載写真、文章を

クラブの会合の中で検討を進め、決定した。 

樹木プレート設置のメインターゲットは“地域の小中学生”とし、樹木の紹介文は小

学生にもわかりやすい表現・内容をこころがけるとともに、全ての漢字にふりがなをふ

っている。 
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■平成 24 年度 新規樹種 樹木プレート 掲載内容 

カタカナ 漢字   季語 花 実 解説文 画像 

サルスベリ 
百日

紅 

落葉

高木 
夏 
7～

8 月

11

月 

紅い花が長い間咲

いていることから、

百日紅ともよばれ

る。（白い花のもの

もある。）樹皮がす

べすべしている 

シラカシ 白樫 
常緑

高木 

晩春

（花） 

4～

5 月

10

月 

古くから槍や道具

の柄に使われた材

が白いので、白カ

シと名がついた。

皮が黒いことから

黒カシと呼ぶことも

ある。 

タイサンボク 
泰山

木 

常緑

高木 
夏 
4～

5 月

9～

10

月 

大きく白い、お椀型

で香りの強いみご

とな花がさく。モク

レンの仲間では珍

しく常緑の木。「大

山木」と各こともあ

る。 
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２）地域公園の魅力アップ運動  

樹木プレートを活用した地域イベントの企画・実施 

設置した樹木プレートや地域の公園の魅力により多くの地域住民に触れてもらい、ま

ちづくりクラブの活動も知ってもらうことを目的として、樹木プレートを活用した地域

イベントを企画・実施した。 

 

 ①樹木プレートを活用した地域イベントの検討 

前年度（平成 24 年度）に実施した写真講座と写真を活用したしおりやブックカバー工

作体験の再開催の他、落ち葉やどんぐりを活用した工作、樹木プレート設置後に親子で

科学実験などのチャレンジプログラムに取り組む案などが出されたが、「子どもたちに

公園の樹木に関心を持ってもらうようにしたい」とのクラブ員の意見から、樹木の実や

花、樹皮などの特徴を問題化したクイズ形式の「グリーン・アドベンチャー」を開催す

ることを決定した。また、樹木プレートの設置と、活用した地域イベントを同日に続け

て開催することで、より円滑な運営を図ることとした。 

出題内容については、コンサルタントのたたき台を基にクラブ員で検討・決定し、「樹

木の観察 さがしてみよう！」と題した「木の実編」「木の葉編」「木の皮編」の 3 種類

各 4 問の出題シートが完成した。また、参加者への記念品として、当日設置した樹木プ

レートのデザインを名刺大に縮小印刷し、ラミネートしたカードを作成し、配付するこ

ととした。カードの裏面には、サイコロの目やじゃんけんの画像を印刷し、カードを使

って遊べるように工夫した。 

 

 

イベント告知・参加者募集に使われたチラシデザイン 
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■グリーンアドベンチャー 出題用紙（3種類） ※答えはＰ.11 掲載 
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②樹木プレートを活用した地域イベントの実施 

平成 24 年 11 月 10 日（土）、樹木プレートを活用した地域イベント「グリーン・アド

ベンチャー 公園の樹木に親しもう！」を開催した。 

 

■「グリーン・アドベンチャー 公園の樹木に親しもう！」開催結果概要 

 

日 時：平成24年 11月 10日（土）13:00～14:00 

場 所：渡田新町公園 

主 催：川崎西部まちづくりクラブ 

共 催：渡田まちづくりクラブ 

参加者：川崎西部まちづくりクラブ6名、渡田まちづくりクラブ８名 

地域の子ども・保護者役25名（両地区子ども会、当日来園者等） 

区役所・コンサルタント3名 

当日の流れ： 

12:00 運営スタッフ現地集合 

・ 設営、渡田新町１・２丁目町内会館より机等運び出し 

・ 樹木プレート設置予定樹木、進行、役割分担等確認 

13:05 集合 

開会あいさつ 川崎西部まちづくりクラブ 大口代表 

活動概要説明 

13:10 樹木プレート設置作業 

クラブ員と子どもたちがペアを組み、園内 13 種の樹木

に設置 

13:20 再集合 

グリーン・アドベンチャー ルール説明  

13:25 グリーン・アドベンチャー開始 

      3 種の問題シートに挑戦 

      クラブ員は各樹木付近で安全管理、ヒント提供を担当 

受付で答合せ、参加記念品（樹木プレートカード）贈呈 

13:55 再集合 

閉会あいさつ 渡田まちづくりクラブ 星谷代表 

14:00 解散 片づけ 

備 品： 

・渡田新町1･2丁目町内会館より借用･･･机 2脚 

・その他準備品：樹木プレート及び設置具、グリーン・アドベンチャ

ー問題シート（3種）、筆記用具、ボード、樹木プレートカード 

  特記事項： 

   ・レクリエーション保険60名分に加入 

・実が落ちている樹木があり、いくつかの問題の難易度が高かった。 
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後日反省会でのコメント： 

   ・参加した子どもたちは、非常に積極的に取り組んでくれた。 

   ・参加記念品である樹木プレートカードは好評だった。気にいった樹

木のカードを探したり、裏面のグーチョキパーを揃えようとする子

どもたちの姿が見られた。 

・「公園には何回も来ているが、木を良く見た事はなかった。モミジの

種など新しい発見がたくさんあった」（参加者・母親感想） 

・「木の皮が歳をとって剥けるのはびっくり！」（参加者・子ども感想） 

・地域外の学校の友達をつれてきていた子どももいた。 

・木を観察するのはとてもよいこと。 

・来年もそ実施してはどうか。また、春や夏には「花」編を実施して

も良い。予算をそれほどかけずに出来るイベントであることも良い。 

・樹木に詳しい人のレクチャーなど交えても良さそうだ。 

・普段漠然と行っている公園を見直す良い機会となった。 

・クイズの段取りがよくなかったと感じた。（渡田まちづくりクラブ

員） 

・子どもの参加が思ったより少なかった。良いイベントなので、もっ

と参加があると良かった。（渡田まちづくりクラブ員） 

・樹木プレートは、みんなで一緒に設置しながら、勉強しても良かっ

たのではないか。（渡田まちづくりクラブ員） 

 

  
  樹木プレート設置作業               クイズに挑戦 

   
答えの樹木を探す子どもたち            答え合せ 
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■グリーンアドベンチャー 解答（3種類） 
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３）海抜表示の検討について 

津波による大きな被害があった東日本大震災を受け、地域の防災意識を高めることを

目的として、地域内の公園や公共施設等を対象に海抜表示を設置する活動への取り組み

案がクラブ員から出され、平成 24年 5～7月に開催された第 2～第 4回の会議において、

横浜市や鎌倉市など、他都市の事例も踏まえながら、実施の可能性や方法の検討を行っ

た。 

クラブ員からは「子ども等にもわかりやすい表示とすること」「公園を設置対象とする

こと」などの意見がまとめられていたが、市の防災担当部署で設置準備が進められてい

ることがわかり、クラブの活動としての設置は断念した。 

また検討、経緯の中で新しく発表された被害想定や津波ハザードマップの資料や情報

の提供がクラブ員や事務局からあり、防災については今後もクラブの検討テーマの一つ

であることを確認した。 

 

 

４）国道15号ＪＲ南武線ガード下壁画の清掃活動 

平成 21 年度に、地域のこどもたちの協力を得て完成し、地域のシンボルとして親しま

れている「国道 15 号ＪＲ南武線ガード下壁画」の清掃活動を平成 24 年度も実施した。 

清掃活動の実施は例年どおり、川崎中学校の地域清掃活動日に合わせて平成 23 年 10

月 20 日（日）とし、川崎中学校から生徒約 30 名、教諭 1 名の参加を得て実施した。当

日は、クラブ員 11 名、町会関係者 5名等が参加し、清掃作業の他に作業中の周辺の交通

整理等の作業に従事した。 

清掃作業は昨年度からのから雨水等によって溜まった汚れ等を中心に行った。壁画は

これまで特に目立ったいたずら等はされていないが、屋根のない、両脇の部分について、

壁面から染み出した水が原因と思われる塗装の水ぶくれや一部剥がれが見られ、一部は

修復が必要と判断されるほどだった。その後のクラブで修復の方法や予算化について、

検討しているところである。 

水やホースは壁画に社屋が隣接する神奈川都市交通株式会社、作業指導については太

平塗装株式会社に例年同様にご協力をいただいた。 
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５）川崎西部まちづくりクラブ活動発表 

平成 25 年 3 月 24 日（月）～3 月 27 日（水）の 3 日間、川崎信用金庫 1 階ロビーにて、

川崎区のまちづくりクラブ合同の活動発表会が開催され、川崎西部まちづくりクラブも樹

木プレートの活動を中心に、専門業者の支援を受けながら、展示物を作成し参加した。展

示物には樹木プレートの実物やイベントで子どもたちに配付した樹木プレートカードの実

物も交え、樹木プレートカードは希望した来場者にも配布した。 

また体験コーナーとして、昨年同様デジタル写真からしおりをつくるコーナーを設け、

他のクラブのクラブ員と協力して運営した。 
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（３）平成2５年度の活動展望 

平成 22～24 年度に実施してきた川崎西部地域公園への樹木プレート設置活動が一区

切りした。このことを踏まえ、平成 25 年度は新たなテーマに基く活動も開始させる年度

として、以下のような活動に取り組む。 

 ＜継続活動＞ 

・既存の樹木プレート設置後の公園において、より多くの地域住民に樹木プレートや川

崎西部まちづくりクラブの活動について知ってもらい、地域の魅力に触れてもらうイ

ベントの企画運営 

・国道 15 号ＪＲ南武線ガード下壁画の維持活動 

＜新規活動＞ 

・川崎西部地域便利マップの検討、地域の新たな課題発見、活動参加者の拡大等をねら

ったタウンウォッチングの実施 

・その他「うるおいのあるまち川崎西部 まちづくりアクションプラン」（平成 16 年 3

月発行）で示したアクションの研究・検討の推進、アクションの実行、課題解決の実

現に向けた活動 


